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表紙コメント
鞠智（きくち or くくち）城　鼓楼
　鞠智城は、山鹿市菊鹿町米原を中心に菊池市木野堀
切まで広がる７世紀後半に大和朝廷が築いた古代山城。
『続日本紀』等の歴史書にも記載のある全国でも有数
の重要遺跡として平成16年に国史跡に指定されました。
現在、関係機関が連携し、歴史公園鞠智城として国営
公園化に向けた取り組みが進められています。
　シンボルとも言える３層からなる八角形建物の鼓楼
には、最上層に連絡用の太鼓が置かれたと考えられて
います。 （写真は鹿本支部野口眞也会員提供）
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　新年明けましておめでとうございます。会員の皆様にはお健やかに新年を迎えられたこととお慶

び申し上げます。また、平素より会の運営にご協力を頂き厚くお礼申し上げます。

　昨年は、東日本大震災の発生で被災地は津波・福島原発で壊滅的な打撃を受けました。被災され

た方々には、心よりお見舞い申し上げますとともに一日も早い復旧・復興をお祈りします。

　2012年度は、国内では消費増税・年金制度、円高対策、電力不足、対米関係では普天間、TPP

と難問が山積しています。国際情勢では欧州債務危機による世界景気の減速が懸念されています。

しかるに我が国の政治は『政局優先』に明け暮れ、国民はどの政党を支持すればよいのでしょうか。

　さて、本会の今年の目標は

１．５月の総会で長年の願望であった会館取得を目指します。駐車場に多少の難はありますが、

県庁と至近距離にあり、しかも県道に面しており、立地条件は「会のシンボル」としては

申し分ないと思います。何といっても最大の魅力は、永年に渡っての積立金と僅かな借入

金で購入可能ということです。より多くの会員に購入の是非を判断してもらうため、適当

な時期に説明会を開きたく思います。また、支部総会にも出向いていくことも計画してい

ます。

２．会員間の意思の疎通をはかり、融和をはからなければ、いつまでも不安定な状態が続き会

員の心は会から離れていってしまいます。難しい問題ですが、皆様の知恵をお借りして解

決の糸口をつかみたくおもいます。提言をお願いします。

３．被災単位会への見舞金の支払いが済んでいません。総会で承認を求めます。見舞金は、連

合会が被災単位会に直接支払うことになっています。ご理解をお願いします。

年頭所感年頭所感年頭所感

年頭にあたって

熊本県行政書士会
会長　加　藤　誠　一

(2)
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年頭所感年頭所感年頭所感

国民に寄り添う行政書士
制度の構築に向けて

日本行政書士会連合会

会　長　北　山　孝　次

(3)

　平成24年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　日頃より、熊本県行政書士会ならびに会員の皆様方におかれましては、本会の事業運営にご理解、ご協力
を賜ると共に、行政書士制度の発展にご尽力をいただき、心より御礼申しあげます。
　さて、昨年の東日本大震災に際しましては、皆様より多額の義援金を頂戴し、誠にありがとうございまし
た。被災単位会にお届けし、被災した会員、行政書士会、県民の皆様のために有効活用させていただいてい
ます。
　また、震災の復旧・復興支援のため、関係単位会で自動車抹消登録無料手続等を実施していただくほか、
日行連としても福島県郡山市に被災者相談センターを開設し、震災被害者、原子力発電所事故被害者のため
の相談にあたっています。更に、原子力損害賠償支援機構が展開する支援事業にも関係単位会と協調して参
画しています。
　昨年は震災関連事業にかなりの傾注をしておりましたが、行政不服申立て代理権獲得のための行政救済検
討チームや各党議員連盟等への要望活動、ハイブリッドＯＳＳ申請システムの構築、コスモス成年後見サ
ポートセンターの実働、会館取得に向けた新会館取得検討委員会での検討を開始するなど、震災関連以外の
事業にも果敢に取り組んでまいりました。また、国民と行政の信頼の基盤であるコンプライアンスの確立の
ための研修事業にも力を注いでまいりました。
　この度の震災を機に、「人の絆」と「親身、親切、寄り添って」ということの大切さがクローズアップさ
れました。今までは、利便性や経済的利益の追求のあまり、本当の優しさ、精神的な豊かさが蔑ろにされ
てきた一面があったのではないでしょうか。私の訴えてきた「勝ち残る行政書士」は、行政書士法第１条
の「行政に関する手続の円滑な実施に寄与し、あわせて、国民の利便に資する」という理念に沿うものです。
国民、地域住民の信頼を得て、絆を深めてこそ、制度の発展があるものと考えます。
　この後、今年の抱負を述べてみたいと思います。
　法改正については、利用者である国民利便の視点から、引き続き行政不服申立ての代理権獲得とＡＤＲ代
理権を目指します。前者については、一般法たる行政不服審査法改正と行政書士法改正の両睨みで、具体的
な関係者へのアプローチを含め、渉外活動に注力してまいります。
　次に、平成24年度から始まるＯＳＳ中間登録が、自動車関係団体のための仕組みに終始することなく、国
民の権利利益に沿った「何時でも、何処でも、誰にでも」行える電子申請システムとなるよう行動してまい
ります。その際、ＯＳＳ中間登録申請に会員が現実的に関与できるシステム整備に加え、所要の組織整備を
図ってまいります。
　また、知的財産分野については、昨今の知的資産経営へのアプローチにより、行政書士らしい中小企業支
援の端緒を得たところと考えます。これを起点に知的資産経営報告書の評価、活用のための仕組み作りを含
む発展的活動に取り組んでまいります。
　最後に組織運営に関連して、三点考えるところをお示しします。
　一つ目は中央研修所の事業執行体制の見直しです。平成19年の中央研修所の発足から約５年を経過し、当
初ビジョンに照らして、現実の執行状況の検証を行う必要があると考えます。
　二つ目は会館取得への取り組みです。今年は昨年立ち上げた新会館取得検討委員会にて、５年以内の取得
を目途に対象物件、資金計画といった様々な条件について、シミュレーションを行います。
　三つ目は官民からの業務受託の推進です。その担い手として、新入会員や公務員ＯＢ会員の業務能力を高
めつつ、その活躍に期待してまいりたいと考えます。
　いずれにせよ会員の広がりが日行連の財政適正化にも寄与し、会として発信力を高めていくことは紛れも
ない事実です。その視点からも総合的な会務運営を目指します。
　今年も震災の復旧・復興支援事業を継続しつつ、国民に寄り添う行政書士制度の構築に向けて、たゆまず
歩を進めてまいります。会長として全国会員の先頭に立ち、舵取りを行う責務と使命をしっかりと胸に刻み、
間断なくまい進することをお誓い申しあげるとともに、新年が全国の行政書士会ならびに会員の皆様にとっ
て益々発展の年となりますように祈念し、年頭のご挨拶とさせていただきます。
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　新年明けましておめでとうございます。希望に満ちたよき新春をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。
　熊本県行政書士会におかれましては、新たな年を迎え、これまで以上に充実した活動が展開され
ることと期待をしております。会員の皆様には、日頃から行政手続の円滑な実施と県民の権利・利
益の擁護に重要な役割を果たしておられますとともに、県政の推進につきましても御支援、御協力
をいただいており、心から感謝申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、３月11日に発生した東日本大震災は、極めて広範囲に渡り壊滅的
な被害をもたらすとともに、福島第一原子力発電所の事故とも相まって事態はさらに深刻化するな
ど、我が国は未曾有の事態に直面しました。また、国内経済においても、欧州の債務問題に端を発
した歴史的円高やタイの洪水による日系企業の被害など、厳しい逆風に晒された一年となりました。
　こうした中、本県においては、３月12日に九州新幹線が全線開業し、さらに10月には熊本市が政
令指定都市に移行することが閣議決定されるなど、歴史的な節目を迎えた一年となりました。
　熊本市が本年４月１日から政令指定都市に移行することに伴い、住民に身近な事務が県から熊本
市に移譲されることとなります。行政手続に関する受付窓口の変更等に伴い、住民の皆様からの相
談も多くなることが予想され、行政と住民の橋渡し役として皆様の役割はますます重要になるもの
と思います。
　県政を取り巻く環境は依然として厳しく、また先行きは不透明な状況ですが、九州新幹線の全線
開業及び熊本市の政令市誕生を百年に一度ともいうべきビッグチャンスと捉え、その効果を県内全
域に波及させ、熊本が大きく飛躍できる年にしていきたいと考えております。　
　最後に、貴会の益々の御発展と、新しい年が皆様にとって実り多き一年となりますよう、心から
お祈り申し上げ、新年の御挨拶といたします。

年頭所感年頭所感年頭所感

新年のごあいさつ

熊本県知事　蒲　島　郁　夫

(4)
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　明けましておめでとうございます。
熊本県行政書士会の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、日頃から本市市政に対しまして、格別のご理解とご協力を賜っておりますことに深く感謝
申し上げます。
　近年の社会情勢の変動は著しく、法令改正等に伴い行政手続きが変化する中で、会員の皆様方に
は、様々な分野にわたる市民のよきアドバイザーとして、また市民と市政を繋ぐパイプ役として、
大変重要な役割を果たしていただいており、改めまして心から敬意と感謝の意を表する次第でござ
います。
　さて、熊本市は、いよいよ本年４月１日に政令指定都市へと移行いたします。これまで政令指定
都市実現に向けてご尽力いただきました関係者の皆様方に心より感謝申し上げます。
　熊本市が新たなステージへと移る機会に市長として立ち会えますことを大変幸福に感じますと同
時に、皆様から寄せられる期待に対して身の引き締まる思いであり、「日本一暮らしやすい政令指
定都市」の実現に向けて万全の状態でスタートを切るべく、県から移譲される事務の引継ぎや区役
所の体制整備などの準備を全力で進めて参りたいと考えております。
　そのような中、本市が新たに所管する事務について、市民の皆様への周知と理解の向上を図るう
えでは、行政手続きを熟知された皆様方の豊富なご経験と専門的知識がこれまで以上に必要となっ
てまいりますので、今後とも、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　昨年３月に九州新幹線が全線開業し、以来、九州各県はもとより関西方面を中心に観光やビジネ
スなどで多くの方々にご来熊いただいております。熊本城や清冽な地下水、豊富な農水産物に代表
される本市の魅力をご堪能いただいているところでありますが、それ以外にも本市には優れた医療
環境や充実した教育機関など全国的に恵まれた魅力がまだまだ存在します。これらを再認識し、よ
り一層磨きをかけ、さらには、市役所・中心市街地・交通体系の再デザインを行い「もっと暮らし
やすさを実感できるまち」へと成長させることで、観光地として、企業立地先として、学生が学ぶ
場所として、そして人々が暮らす場所として、様々な意味で「選ばれる都市」となるよう取り組ん
でまいります。
　また同時に、九州中央に位置する拠点都市としての役割を果たすべく、県内はもとより九州全体
の浮揚につながる取り組みも積極的に行っていく所存であります。
　最後になりましたが、熊本県行政書士会のますますのご発展と、皆様方にとりまして本年もすば
らしい一年となりますことをお祈りし、新年のご挨拶といたします。

年頭所感年頭所感年頭所感

新年のご挨拶

熊本市長　幸　山　政　史

（5）
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　平成23年11月13日（日）熊本大学黒髪地区において、本年度の行政書士試験（熊本試験場担任）
がとどこおりなく終了しました。加藤会長はじめ、行政書士試験研究センターから委嘱を受けた54
名の熊本単位会会員・事務局職員が良好なチームワークの下、前日の準備段階から着実かつ整斉と
試験業務を完遂しました。
　なお、本年度の熊本試験場受験者は、出願者867名に対し、692名、出席率約80％でした。

平成23年度行政書士試験報告

熊本試験場責任者　松　尾　　　一

（6）

領　事　館　訪　問

　九州地域連絡協議会の平成23年度事業として、各単位会代表者10名で下記の日程で省庁を訪問し
ました。
　九地協として初の試みでしたが、其々の担当官の方々と意見交換ができ、今後も定期的な懇談会
を設けたいとの要望も快諾いただき、有意義な一日と
なりました。

平成24年１月12日（木）
　10時　中国大使　李天然総領事、郭宝忠主席領事
　11時　韓国領事館　李浩寧主席領事、朴俊雨専門官
　13時　国土交通省九州整備局　大園課長補佐
　14時　福岡入国管理局　有元貢次長　他３名

会長　加　藤　誠　一
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「外国人留学生のための就職説明会」における
無料相談会に参加して

申請取次管理委員会　副委員長　野々口瑞穂

　平成23年12月18日（日）午前11時30分～午後４時30分、熊本大学　黒髪キャンパス　工学部百周年
記念館（〒862－0862　熊本市黒髪２－39－１）にて、標記無料相談会に申請取次行政書士として参
加しました。
　そもそも、今回のイベントは熊本県商工観光労働部商工労働局労働雇用課と（株）マイナビ九州支
社熊本営業所とが外国人留学生のための就職説明会において、入管業務に関する無料相談会としての
参加を要請してきたものでした。
　申請取次管理委員会としては、加藤会長にもご出席を頂き、検討した結果、熊本県行政書士会のＰ
Ｒになるし、業務にも繋がる可能性もあるとして、熊本県行政書士会として、参加をすることになり
ました。
　そこで、申請取次行政書士の会員（12月１日現在で42名）に募集をかけ、応募された中から、下田
輝男、野々口瑞穂、坂井一雄、宮本誠司の４名の申請取次行政書士で対応することになりました。
　当日は、午前中、相談場所の設営を行い、正午からのオープニング講座の間、待機し、午後１時の
開場とともに行政書士会も相談態勢に入りました。
　留学生も当初の予想を上回る85名の参加があり、会場狭しといった盛況ぶりでした。
　開場当初は、留学生が出店企業ブース（15社）に集中して、行政書士会での相談はなかったのです
が、そのうち、一人、二人と相談があって、終わってみると11件の相談になっていました。
　外国人留学生を対象にした就職説明会を熊本で開催するのは今回が初めてということで、熊本大学
以外からも留学生が参加していました。
　特に、熊本で就職を希望する留学生からはその熱意がひしひしと伝わってきて、相談を受ける私達
もつい熱っぽく対応していました。
　熊本県行政書士会としても、熊本県、大学、
各企業の関係者、留学生に対し、行政書士会
のパンフレットを配るなどして、行政書士会
のＰＲに努めて参りました。
　次回の開催の際にも、是非、熊本県行政書
士会を参加させて頂きたいということをお願
いして会場を後にしました。
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　昭和15年は“紀元は二千六百年”歌まで出来
た年に生まれた。それから７度目の辰年を迎え

た。
　年と共に体力の衰えは隠せないが、何事にも
好奇心は旺盛である。
　今年は、足腰を鍛錬するため歩くことから始
めて、登山にも挑戦してみたい。
　そして、いつの日か富士山登頂が出来ること
を夢見ている。
　今年のキーワードは「“挑戦”」。

　還暦年男から早くも一回り！　歳月の移ろう
無常を只ただ感慨深い思いで迎えています。

　心身共に健やかに六廻り目の新年を迎えられ
た事を、心から幸せな事と感謝の念で一杯です。
　本会業務歴も30年を超え、いよいよ高齢者世
代の仲間入りと同時に、全ての面で人生のラス
トステージの域に達したとの認識を新たにした
ところです。
　弧の上は一にも二にも健康管理に留意し、健
全な思考の収斂と人生の集大成に特段の意を用
いたいと思料しています。

　明けましておめでとうございます。
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　36歳となる今年は、年男ということで、従来

以上に気を引き締めて新年を迎えました。私は、
昨年の４月に事務所を熊本市出水に引越をする
と共に、事務所を法人化し新たなスタートを切
りました。そのため、昨年は備品の準備や資料
の作成、弊社の知名度アップのためのチラシ配
りなど、仕事以外に時間を取られ大変忙しい
日々でした。また、昨年は多くの諸先輩方と親
交を持つ事ができ、大変実りの多い年でした。
　今年は事務所も２年目を迎えるため、先輩方
に少しでも近づくべく、辰のごとく飛躍できる
様に邁進して行きたいと思っております。
　今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　宇城支部の坂本孝です。昨年は千年に一度の

大災害が東日本を襲い、多くの尊い人命が奪わ
れ、草木も跡形もなく流されました。
　辰年は草木が盛んに成長した形が整った状態
を表す年です。東日本をはじめ、日本全国の草
木が新たな芽をふき、元気な日本の再出発の年
になることを心よりお祈り申し上げます。
　私も還暦を迎えるこの年に生まれ変わり、更
に士業に励み、充実した第二の人生を歩もうと
思っております。

　自分の還暦時の状況はどうなっているのか、本業、
家族、自分の社会的存在価値、体力、交際範囲、趣味

などが変化しているかの思いを、先輩方の還暦時を見
るにつけ空想していた。
　今、その時を迎え振り返ると、家族には年齢を重ね、
人間的にも社会的にも成長が見受けられるが、自分に
おいてはさほど変化が感じられず、いまだ未熟者であ
る。裏返すと、若く、元気であるという事でもあろう。
孔子曰く、還暦過ぎたら「人の意見は素直に聞くもの
だ。」とする「耳に順う」事もなかなかできず、まだ
まだ「若気の至り」を通している毎日である。

2012 年　男

紀元二千六百七十二年の抱負

鹿本支部　高木　昭次

六廻り目の年男として

菊池支部　有働　勝也

2012年 飛躍に向けて

熊本支部　問端　　圭

還暦を迎えて

宇城支部　坂本　孝

耳　順

菊池支部　布田　悟
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新入会員インタビュー

私の支部のニューフェイス ¦
Q１．行政書士になろうと思ったきっかけは ?
Q２．実際になってみての感想はいかがですか
Q３．興味のある業務分野は ?
Q４．たいへんだと感じることがあれば
Q５．行政書士になって良かったと思うこと
Q６．５年後の自分は ?

氏　　　名　　瀧本　眞敏
入　会　日　　平成23年５月１日
所 属 部 会　　八代支部
出　身　地　　八代市二見赤松町
趣味・好きなこと　ウォーキング
　　　　　　　　　読書
　　　　　　　　　ゴルフ

Ａ１．前期高齢者のニューフェイスです。単なる高
齢者として余生を過ごすことに抵抗感があり、
人の手助けが出来て報酬まで頂けるこの仕事
に魅力を感じたから。

Ａ２．依頼人があってこその仕事、行く先々で名刺
配っています。

Ａ３．農地法分野と遺言・相続分野です。

Ａ４．事務所で依頼電話を待っているのではなく、
依頼人を探す広角アンテナをいかに張り巡ら
せるか、が勝負だと感じている。

Ａ５．市街地から20キロ山間部で光通信、グーグル
も縁遠い事務所ですが、当職を信頼し喜んで
くれる村の衆が居ること。

Ａ６．興味ある分野、とした「A３」は自信もって
スムーズに処理できるように成長していたい。

氏　　　名　　豊崎　有梨
入　会　日　　平成23年11月１日
所 属 部 会　　八代支部
出　身　地　　鏡町
趣味・好きなこと　旅行
　　　　　　　　　読書

Ａ１．学生時代に就職先を模索するなかで、企業等
に属するのでなく、自分で何かしていきたい
と考え、また、父が不動産業を経営している
のもあり、行政書士になろうと決意しました。

Ａ２．試験勉強も大変でしたが、合格した後のほう
が圧倒的に学ぶことも多く、資格者としての
責任もあり何倍も大変だと感じています。ま
た、行政書士の業務内容は想像以上に幅広く、
どのような専門分野で活動していくかを絞っ
ていく上で研修会での先生方のお話はとても
参考になっています。

Ａ３．薬事法関係、不動産関係、法人設立、外国人
の出入国管理等。

Ａ４．初めてのことばかりで、書類をどこで揃えた
らよいのか、何を記入すべきかなど１件の依
頼に対してとても時間がかかってしまうこと。

Ａ５．まだまだ分からない事だらけですが、街の身
近な法律家として頼ってもらえる立場になれ
たこと。

Ａ６．５年後は不動産関係及び薬事法関係の分野を
中心に活動し、行政書士として食べていける
ようになっていたいです。

八代支部　支部長　鶴田　　稔
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お　知　ら　せ

市民公開講座開催
　今年度２回目となる市民公開講座を下記のとおり開催します。
　　日　時　　平成24年３月４日（日）午後１時半～午後４時（受付午後１時～）　　　　　
場　所　　天草市民センター　大会議室
内　容　　第一部　相続は遺言の時代（仮題）　　公証人　樋口　健児　氏
　　　　　第二部　あいた しもたの そん前に　　大田黒　浩一　氏
定　員　　150名
　スタッフとしてお手伝いいただける方は事務局までご連絡ください。
　みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

高校生出前講座
　卒業前の３年生を対象に住民票、戸籍、印鑑証明書の取り扱い方や社会に出る前に知っておきたい
身近な法律を中心とした卒業前講和を、下記の３校で開催します。

２月７日（火）　球磨商業高校　　　　　２月24日（金）　八代東高校
２月８日（水）　八代高校

　前号に続き、表紙の写真をご提供いただきたく、鹿本支部の野
口眞也会員を訪ねました。
　山鹿市の事務所兼工房の陶芸教室には、この日も数名の生徒さ
んが集まり賑わっていました。いつも温厚な方ですが、行政書
士会でお会いする時とは一味違う楽しそうな雰囲気が伝わります。
そんな傍ら、カメラを手
に四季を通して出かけて
はシャッターチャンスを
狙うそうです。雪が降り

積もる中の夜明け前の撮影は、指の感覚も無くすほどか
じかんでしまうのだとか。
　熊日の写真展にも度々出展され好成績を収められてい
ます。 （下田典子）

この人にズーム

2月22日は行政書士記念日です

30秒ＴＶコマーシャル決定　
　RKK熊本放送の夕方４時から６時15分『夕方いちばん』番組内で、熊本県行政書士会の提供ＣＭ
合計５回流れます。
　　　１月24日（火）・26日（木）・31日（火）・２月７日（火）・14日（火）
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政連だより

再興元年に思う
　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成24年正月　熊本県行政書士政治連盟会長　　　
　布　田　　　悟　　　

　今年の正月は穏やかな天候であり、会員の皆様方もお元気で初春を迎えられたことと存じます。
　昨年の正月は熊本も雪の正月であり、そのなかを阿蘇神社に初詣に向かいましたが、到達できず、
難儀した事を思い出します。しかし、その２ヵ月後の３月11日に、あの大震災が起こり、約２万人の
人命が津波にのみ込まれ尊い命を落とされ、福島原発事故を想定外という逃げ言葉で責任回避を繰り
返す民主党政府を中心とした原子力国家機関の危機管理能力のおそまつさは、福島県を中心に放射能
パニックに陥れ、その地域住民から、生まれ育ち生業を営む聖地であった永遠の故郷を奪ってしまい
ました。
　故郷を奪われた人々の中には、いつ帰れるとも分からないまま避難生活を余儀なくされた方々、故
郷への帰還をあきらめ、他県へ移住された方々、家族が離れ離れになり生活するようになった家族な
ど、国家の根幹である地域住民の生活の安心と安全などの維持管理が損なわれ、日本国憲法にうたわ
れている家族の幸福追求の権利等の国民としての基本的な権利がことごとく奪われた状況と成ってお
ります。
　このような国状を背景に近隣諸外国（中国、ロシア、朝鮮半島国）による日本領土を侵犯する威嚇
的な行為は後を絶ちません。国家の内部的危機といわれるような国状のとき外国からの侵略に遭遇し
ている国家が多いのは歴史的にも証明されている事実です。
　自分の国だけはそんなことにはならない。日本だけは安泰だ。何かあればアメリカが守ってくれる
から大丈夫だ。などと言う事は夢物語である事をこの際認識して頂きたいと思います。事実アメリカ
は対中国戦略で手一杯である事はご承知のことでしょう。
　日本という国家が存在しなければ日本国民は存在しないのであります。明治維新により日本という
国家、国民という概念が生まれました。今から、たったの150年前、徳川幕藩体制へのロシア、フラ
ンス、オランダ、イギリス、そしてアメリカの侵略的外圧を攘夷というスローガンの下、日本国家創
立のため雷電の如く駆け抜けていった若者たちの情熱と英知、そして明治維新から最後の国内戦争で
ある西南戦争、最初の国家存続をかけて戦った日清・日露戦争へと、国家国民のために己を捨てて戦
い、国を守るために命を捨てていった人たちの人柱の上に、今の日本があるということを、大震災か
らやがて１年を迎える東日本を中心とした日本再建のために、国民として、専門職能集団の一員とし
て、尽くせる義務を履行しなければならないと思います。
　以上のような意味で、今年は、強靭な国民、強靭な国家づくりの礎となれるような行政書士職能集
団を目指して、国民にもっと認められ、頼られる集団を目指そうではありませんか。政治連盟もその
リーダーとして尽力する所存ですのでどうぞご理解とご協力をお願い申し上げます。
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新規
登録番号
登録年月日

会　員　名
支　　部

事 務 所 の 名 称
事 務 所 の 所 在 地

事務所ＴＥＬ
事務所ＦＡＸ

兼業
備考

11432222

H23.11.1

黒木　　崇

熊本

黒木行政書士事務所

〒861－2103　熊本市若葉６丁目12－32

096－368－7009

11432223

H23.11.1

豊崎　有梨

八代

豊崎行政書士事務所

〒869－4222　八代市鏡町両出1259番地４

0965－52－2741

0965－45－9541

事務局だより
11～12月度会員の異動11～12月度会員の異動

事務所変更
支　部 氏　名 変　　　更　　　後 変更箇所

天草 規矩　　憲 〒863－0032　天草市太田町11－7 所在地

編　集　後　記
　新年明けましておめでとうございます。
　今年はより良い年になるようにとの皆様の想いが、寄せてくださった１
本１本の原稿から伝わってくるようでした。
　巻頭の画像は、同じ構図で候補が３種類ありまして、並べてみると、ま
るでクロード・モネの連作「国会議事堂」みたく、しばし目を奪われまし
た。
　今年もどうぞご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
 古市麻美

熊 本 県 行 政 書 士 会
発行人　会 　 長　加藤　誠一
編集人　広報部長　下田　典子

発行所

〒862‒0956　熊本市水前寺公園28‒47
　　　　　　ＴＥＬ（096）385‒7300
　　　　　　ＦＡＸ（096）385‒7333
印刷所　シモダ印刷株式会社
　　　　ＴＥＬ（096）383‒5512

11月11日㈮　申請取次行政書士管理責任者会議（福岡）
（17:00～20:00）

　　　　　　　於：福岡市「ホテルレガロ福岡」　
　　　　　　　下田委員長他１名出席
　　　　　　法規部会（13:30～）
　　　　　　　於：会議室　桑田部長他４名
11月13日㈰　平成23年度行政書士試験（13:00～16:00）　

　於：熊本大学黒髪北地区
11月15日㈫　登録証交付（10:00～12:00）
　　　　　　　於：会議室　登録者 : 黒木崇、豊崎有梨
11月16日㈬　正副会長会（９:30～）
　　　　　　　於：会議室　加藤会長他４名
　　　　　　支部長会（13:00～15:00）
　　　　　　　於：熊本テルサ　加藤会長他４名
　　　　　　　各支部長９名出席
　　　　　　常任理事会（15:30～18:00）
　　　　　　　於：熊本テルサ　加藤会長他９名出席
11月17日㈭　日行連理事会（１日目）
　　　　　　　於：行政書士会館　益本副会長出席
　　　　　　熊本県労働雇用課との打合せ
　　　　　　（13:30～15:30）
　　　　　　　於：会議室　下田委員長他３名出席
11月18日㈮  日行連理事会（２日目）
　　　　　　　於：行政書士会館　益本副会長出席
11月19日㈯  広報部会（13:30～17:00）
　　　　　　　於：会議室　下田部長他８名
11月23日㈬　平成23年度職務上請求書研修会
　　　　　　　於：くまもと県民交流館パレア

　　　　　　午前の部（10:30～11:30）33名出席
　　　　　　午後の部（13:30～14:30）16名出席
11月24日㈭　全国法規担当者会議（13:30～17:00）
　　　　　　　於：行政書士会館　桑田法規部長出席
11月25日㈮  全国法規担当者会議（９:30～12:00）
　　　　　　　於：行政書士会館　桑田法規部長出席
11月26日㈯  日行連中央研修所全国研修（新入会員研

修）（12:00～17:10）
　　　　　　　於：熊本テルサ　対象者14名出席
11月30日㈬　申請取次行政書士管理委員会（13:00～）　

　於：会議室　下田委員長他３名
12月２日㈮  平成23年全国研修〈12月期〉（13:00～16:35）
　　　　　　　於：熊本テルサ　出席者34名
12月８日㈭  行政不服審査法研修（13:00～16:35）
　　　　　　　於：熊本市国際交流会館　出席者52名
12月14日㈬  法規部会（13:30～17:00）
　　　　　　　於：会議室　桑田部長他９名
12月15日㈭  申請取次行政書士管理委員会（10:00～）
　　　　　　　於：会議室　下田委員長他４名
　　　　　　企画研修部会（13:30～16:30）
　　　　　　　於：会議室　出口部長他９名
12月17日㈯　理事会（14:30～17:00） 
　　　　　　　於 : 熊本テルサ 会長、副会長､ 理事他計

21名
12月18日㈰　外国人留学生のための就職説明会無料相談

会（12:00～17:00） 
　　　　　　　於 : 熊本大学 黒髪キャンパス 工学部百

周年記念館　相談員４名他担当委員１名
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